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ひきこもり支援

ひ
き
こ
も
り
支
援
は
社
会
全
体
の
課
題
で
す

　

今
年
１
月
か
ら
９
月
ま
で
の
約
９
か
月
間
で
、「
ひ
き
こ

も
り
状
態
に
あ
る
人
」
の
実
態
把
握
や
状
態
像
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
市
内
全
17
地
区
に
お
い
て
、

『
ひ
き
こ
も
り
支
援
に
関
す
る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
及
び

福
祉
委
員
懇
談
会
』
を
開
催
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

懇
談
会
に
は
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
（
128
名
）
及
び

福
祉
委
員
（
243
名
）
に
参
加
い
た
だ
き
、
207
名
も
の
「
ひ

き
こ
も
り
の
人
」
を
地
域
で
把
握
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
な
お
、
今
回
の
調
査
は
、
概
要
の
み
で
個
人

の
特
定
を
し
て
い
ま
せ
ん
。

ひきこもりの方…２０７人
民生委員・福祉委員からの情報  Ｈ 28.10 現在

性別・・・男性 65.7％、女性 30.0％
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３０代が最多で 51 人（24.6％）
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ひきこもり支援

　

こ
れ
ら
207
人
の
方
々
の
内
訳
は
、
30
代
が
最
多
で
、
51

人
（
24
・
６
％
）、
次
い
で
40
代
（
21
・
７
％
）、
50
代

（
16
・
９
％
）、
20
代
（
11
・
１
％
）
と
続
き
、
全
体
で
は
、

40
代
以
降
が
114
人
（
55
・
１
％
）
と
半
数
を
超
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
男
性
が
、
65
・
７
％
（
136
人
）、
女
性
30
・
０
％

（
62
人
）
と
い
う
結
果
で
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
調
査
や
懇
談
会
で
の
ご
意
見
等
か
ら
も
、
相

談
の
窓
口
や
当
事
者
の
居
場
所
、
支
援
者
の
養
成
が
急
が

れ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
第
一
弾
と
し
て
、
11
月
18
日
か
ら
２
月
ま
で

の
５
回
で
『
ひ
き
こ
も
り
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
』
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
途
中
か
ら
の
参
加
も
可
能
で
す
の
で
、

関
心
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
受
講
く
だ
さ
い
。

　

引
き
続
き
、
ひ
き
こ
も
り
支
援
等
検
討
委
員
会
を
中
心

に「
ひ
き
こ
も
り
」支
援
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
と
も
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ひきこもり支援等検討委員会

西田委員長
（岡山大学大学院 教授） 平野副委員長

（総社市保健福祉部長）

民生委員・児童委員及び福祉委員
地区懇談会が全地区で開催されました！

ひきこもりからつながる
                       地域づくりフォーラムの開催
ひきこもりは、個人や家族の問題ではなく、「社会全体の課題」です。
ひきこもりについて一緒に考えてみませんか？

■日　   時     平成２９年２月４日（土）１３：３０ ～ １６：００
■会　   場    調整中
■基調講演    「不登校・ひきこもりを考える
　　　　　　　　　～ありのままに寄り添い、ともに歩む～」

　　　　　　　講師　興譲館高校 法人事務局長　堂野 博之 さん

■シンポジウム    ひきこもり支援に必要な取り組み、地域づくりをテーマに本人、家族、
                         支援者等によるシンポジウムを予定しています。

■申込先　　社会福祉法人　総社市社会福祉協議会
　　　　　　ＴＥＬ（０８６６）９２－８５５５　ＦＡＸ（０８６６）９４－００８９

みんなのちいきふくし3 みんなのちいきふくし



地域ニュース　ｆｒｏｍ　地区社協

　

川
崎
医
療
福
祉
大
学
と
岡
山
県
立
大
学
の
学
生
4
名
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
て
く
れ
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

後
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

旧
山
陽
道
に
沿
っ
た
宿
地
区
を
歩
き
な
が
ら
寺
山
古
墳

や
北
側
の
堀
の
中
か
ら
出
土
し
た
胴
切
地
蔵
な
ど
に
つ
い

て
話
を
聞
く
と
と
も
に
、
宿
で
は
お
祭
り
を
し
て
い
る
神

　

今
年
の
敬
老
会
は
、
高
校
生
の
社
会
貢
献
活
動
で
総
社
南
高
等

学
校
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

世
界
大
会
に
参
加
実
績
の
あ
る
ダ
ン
ス
部
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・

毎
年
市
民
会
館
で
定
期
公
演
を
開
催
さ
れ
て
い
る
吹
奏
楽
部
の
演

　

平
成
28
年
10
月
2
日（
日
）に
恒
例
の「
や

ま
て
な
か
よ
し
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
を
実
施

し
、
85
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
を
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
山
手
か
ら
東
風
館
（
山
手

公
民
館
宿
分
館
）
に
移
動
し
て
の
開
催
と

い
う
こ
と
で
一
部
の
参
加
者
が
戸
惑
う
場

面
も
あ
り
ま
し
た
が
、
委
員
の
機
転
で
無

事
に
実
施
で
き
ま
し
た
。

奏
を
敬
老
会
バ
ー
ジ
ョ
ン
に
工
夫
い
た

だ
き
、
躍
動
感
あ
る
動
き
に
パ
ワ
ー
を

感
じ
、
高
齢
者
に
馴
染
み
深
い
演
奏
、

参
加
者
の
心
に
響
く
動
き
で
あ
り
、
演

奏
で
し
た
。
途
中
に
休
憩
を
兼
ね
て
の

軽
い
運
動
を
取
り
入
れ
て
い
た
だ
き
、

心
遣
い
に
感
心
い
た
し
ま
し
た
。
顧
問

の
先
生
方
の
ご
指
導
の
賜
物
だ
と
思
い

ま
す
。

　

終
了
後
に
は
、
会
場
の
片
付
け
も
お

手
伝
い
い
た
だ
き
、
あ
っ
と
い
う
間
に

片
付
き
ま
し
た
。
生
徒
の
皆

さ
ん
の
本
当
に
素
晴
ら
し
い

社
会
貢
献
活
動
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

参
加
者
の
「
良
か
っ
た
よ
」

「
楽
し
か
っ
た
」「
元
気
を
も

ら
っ
た
」
の
声
に
、
ス
タ
ッ

フ
一
同
疲
れ
が
喜
び
に
変
わ

り
ま
す
。
来
年
は
、
ど
ん
な

敬
老
会
に
と
、
た
だ
今
研
究

中
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、

お
楽
し
み
に
！

社
の
名
が
付
い
た
戎
町
、
木
野
山
町
、

荒
神
町
、
金
比
羅
町
、
牛
神
町
が
あ

る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
田
ん
ぼ
の

中
の
道
を
歩
い
て
い
る
と
ヌ
ー
ト
リ

ア
が
い
ま
し
た
が
、
み
ん
な
の
姿
を

見
た
ら
逃
げ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

カ
レ
ー
を
食
べ
た
後
の
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
で
は
、
ふ
わ
ふ
わ
ボ
ー
ル

を
使
っ
た
ボ
ー
リ
ン
グ
や
玉
入
れ
と

パ
ン
食
い
競
争
を
し
て
楽
し
い
一
日

で
し
た
。
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地域ニュース　ｆｒｏｍ　地区社協/福祉のささえあいフォーラム

　

私
た
ち
の
新
本
地
区
は
、
人
口
１
５
６
０
人
、
世
帯
数
564
世
帯

で
減
少
傾
向
で
は
あ
り
ま
す
が
、
多
く
の
緑
の
山
々
な
ど
豊
か
な

自
然
に
恵
ま
れ
素
晴
ら
し
い
所
で
す
。
先
人
た
ち
の
ご
尽
力
で
整

然
と
区
画
さ
れ
た
豊
饒
な
水
田
は
美
味
な
る
「
新
本
米
」
を
産
し
、

そ
の
評
価
は
高
く
、
こ
れ
も
新
本
の
誇
り
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
。

　

新
本
地
区
社
協
の
組
織
は
、
地
区
内
の
各
種
団
体
の
代
表
で
構

成
さ
れ
て
お
り
、
地
域
福
祉
の
実
践
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
の
主
な
も
の
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
ま
ず
敬
老
会
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
地
区
を
挙
げ
て
の
主
要
な
事
業
で
、
案
内

状
を
持
っ
て
出
欠
の
確
認
、
当
日
の
送
迎
、
欠
席
者
へ
の
記
念
品

～福祉委員活動から広がる地域の輪！～ を開催しました！

の
配
達
な
ど
福
祉
委
員
、
連
絡
員
な
ど
の
多
く
の
方
々

の
ご
奉
仕
で
長
寿
の
お
祝
い
と
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
地
区
民
運
動
会
で
す
。
午
前
は
小
学
校
、
幼

稚
園
で
、
午
後
は
地
区
民
主
体
の
運
動
会
で
す
。
Ｐ
Ｔ

Ａ
、
消
防
団
、
婦
人
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
の
団
体
が

参
加
し
ま
す
。
ボ
ー
ル
運
び
や
パ
ン
喰
い
競
争
な
ど
昔

な
が
ら
の
種
目
で
す
が
、多
く
の
笑
顔
が
広
が
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
笑
顔
と
ふ
れ
あ
い
活
動
が
住
み
慣
れ
た
新

本
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
の

で
す
。
地
味
で
は
あ
り
ま
す

が
、
伝
統
に
支
え
ら
れ
た
社

協
活
動
を
こ
れ
か
ら
も
続
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

福祉のささえあいフォーラムＩＮ総社 2016

　

平
成
28
年
9
月
3
日
（
土
）
総
社
市
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー
（
市
民
会
館
）
に
お
い
て
、
福
祉
の
さ
さ
え

あ
い
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
総
社
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
基
調
講
演
と
し
て
『
誰
も
が
安
心
し
て
豊
か

に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
～
み
ん
な
で
創
る　

新
し

い
支
え
合
い
・
助
け
合
い
社
会
～
』
と
題
し
、
公
益
財

団
法
人
さ
わ
や
か
福
祉
財
団
戦
略
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

土
屋
幸
己
氏
か
ら
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
の
中
で
、
地
域
で
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど

日
常
生
活
に
困
っ
て
い
る
人
が
増
え
て
い
る
中
、
地

域
で
社
会
的
孤
立
を
な
く
す
た
め
求
め
ら
れ
る
地
域

の
支
え
合
い
の
仕
組
み
が
、
行
政
や
サ
ー
ビ
ス
の
補

完
的
な
形
で
は
な
く
、「
自
分
が
支
え
る
地
域
は
、

自
分
を
支
え
て
く
れ
る
地
域
」で
あ
る
と
の
意
識
で
、

で
き
る
こ
と
か
ら
活
動
し
て
は
ど
う
か
と
お
話
い
た

だ
き
ま
し
た
。
基
調
講
演
の
後
は
、
市
内
5
地
区
の

福
祉
委
員
か
ら
、
地
域
で
の
見
守
り
活
動
の
事
例
、

地
区
で
の
給
食
サ
ー
ビ
ス
の
実
践
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
活
動
、
福
祉
委
員
会
組

織
と
し
て
の
活
動
に
つ
い
て
、
実
践
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

具
体
的
な
福
祉
委
員
活
動
を
発
表
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
の
振
り
返
り
と

今
後
の
展
望
が
見
え
、
ま
た
講
演
を
し
て
い
た
だ

い
た
土
屋
氏
か
ら
は
、
全
国
的
に
も
福
祉
委
員
が

組
織
と
し
て
活
動
し
、
具
体
的
な
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
は
少
な
い
と
評
価
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
し
て
地
域
福
祉
活
動
を
生
き
が
い

と
し
、
ぜ
ひ
活
躍
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
励
ま

し
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
『
地
域
を
元

気
に
す
る
サ
ポ
ー
タ

ー
』
と
し
て
、
福
祉
委

員
活
動
を
推
進
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
皆
様
の
ご
支
援

と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

実践報告者の皆さん

講師：土屋氏
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生活困窮支援センター

○フードドライブとは？
　いただきものや買いすぎてしまった食品など家庭や事務所で余った食品を募る活動です。
　本センターの相談の中には「明日食べるものがない」などの悩みを抱えている方がおられ、皆様から
ご寄付いただいた食品は生活にお困りの方への支援に活用させていただきます。

総社市生活困窮支援センター

ご家庭に眠っている食品はありませんか？
フードドライブにご協力ください！！

～「もったいない」を多くの「ありがとう」に～

【ご寄付いただきたい食品】
・インスタント食品、レトルト食品
・保存食品（缶詰、瓶詰等）
・飲料（水、ジュース、コーヒー、紅茶等）
・調味料各種
・ギフトパック（お歳暮、お中元など）

日　時：平成２８年１２月３日（土）
　　　　１２：００～１６：００

場　所：総合福祉センター　１階 ロビー
※当日は障がい福祉フォーラム“ハートフルそうじゃ”が開催
　されます（詳細は社協だよりの裏表紙をご覧ください）。

　＜お問い合わせ＞
総社市生活困窮支援センター　総社市中央１－１－３
ＴＥＬ（０８６６）９２－８３７４　ＦＡＸ（０８６６）９２－８２８４

【お願い】
・賞味期限が明記されているもの
・賞味期限が１か月以上残っているもの
・常温で保存が可能なもの
・未開封であり、中身が破損していないもの
※生鮮食品、アルコール類は対象外です。

個人・企業

フードドライブ

生活困窮支援センター

食料支援が必要な方

【食品の流れ】
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権利擁護センター“しえん”

連載　第１2回

総社市権利擁護センター
　　　　　　　　　“しえん”

山内　弘美弁護士

権利擁護センター

Topics
平成 28 年度法律ミニ講座

のご案内

　総社市権利擁護センター「しえん」では、今年度も市民の皆様を対象に法律を気軽に学べる「法律
ミニ講座」を開催しています！！講師は、権利擁護センターの山内弘美弁護士です。具体的な事例を
通して生活に身近な法律を学びましょう！！

第 7 回：平成２８年 12 月２2 日（木）１４：００～１５：３０
　　　　「相続」～エンディングノートと遺言～
第 8 回：平成２9 年　1 月２6 日（木）１４：００～１５：３０
　　　　「相続」～相続と争族～
第 9 回：平成２9 年　2 月２3 日 （木）１４：００～１５：３０　
　　　　「近隣トラブル」
第10回：平成 29 年　3 月 23 日（木）１４：００～１５：３０
　　　　「空き家対策」

　今回は、自分のペットが他人に怪我をさせた場合について、お話したいと思い

ます。

　例えば、愛犬が散歩中に通行人に噛みついて怪我を負わせてしまった場合、ペッ

トが他人の家の敷地に勝手に入って庭を荒らしたり、物を壊した場合を考えてみ

ましょう。

　民法においても、動物が他人に損害を加えた場合、動物の占有者や管理者が責

任を負う旨の規定があります（民法７１８条）。ですので、相当の注意を払ってい

たのに起こってしまったと言えない限り、基本的に飼い主は責任を負うことにな

ります。数年前に、有名人の飼い犬が隣人に怪我を負わせた事件もありました。

　ペットが他人に怪我を負わせた場合、飼い主が負担する可能性のある金銭とし

ては，治療費、仕事を休んだ場合は，その分の損害（休業損害）、慰謝料等が考え

られます。重い怪我で後遺症が残ってしまった場合には、その分損害額が高額に

もなります。

　さらに、人を襲う可能性があることを知りながら庭で放し飼いにした結果、ペッ

トが第三者に怪我を負わせたような場合、重過失傷害罪で刑事罰を科せられる可

能性もあります。

　飼い主にはペットを適切に管理する義務があります。ペットを飼う以上責任も

負いますので、リスクを頭の隅に置いた上で、マナーを守って飼うようにしましょ

う。

　会場は、総合福祉センター２階技能習得室です。
　興味関心のあるテーマのみの参加、通年での参加の申し込みも随時受け付けておりますので、皆さま
お誘いあわせの上、お気軽にご参加ください。

「ペットが第三者に

　＜お申し込み・お問い合わせ＞
総社市権利擁護センター“しえん”　総社市中央１－１－３
ＴＥＬ（０８６６）９２－８３７４　ＦＡＸ（０８６６）９２－８２８４

怪我を負わせた場合」

みんなのちいきふくし7 みんなのちいきふくし



障がい者基幹相談支援センター/障がい者千人雇用センター

参加無料

と　　　き

ところ

就職面接会
平成２８年

12 月14 日 （水）

１４ ： ００～１６ ： ００

総合福祉センター　　３階　　大会議室
（総社市役所隣）

●企業やＡ型事業所との個別、 または集団面接

●障がい者千人雇用センター相談コーナー

障がい者ワークわく　　そうじゃ

平成 28 年度 総社市発達障害者支援体制整備事業 発達障がい支援者養成講座

みんなで学ぼう！発達障がい
　昨年度に引き続き、発達障がいについて各回テーマを決めて勉強会を行います。

　今年度も、川崎医療短期大学の重松孝治先生を講師に招き、全 5 回にわたり講義していただ

きます。

　「わがまま」「わざとやっている」などと誤解され、見た目ではわかってもらいにくい発達障

がいについて、みんなで理解を深めていきましょう！

　受講を希望される方は、希望される講座の３日前までに、申込書に記入の上、障がい者基幹

相談支援センターへＦＡＸするか、ご持参ください。皆さまの参加をお待ちしております！

◇ 会　場　総社市総合福祉センター 大会議室

◆ 対　象　総社市在住の発達障がい児 （者）

　　　　　 の保護者、支援者など

◇ 講　師　川崎医療短期大学

　 　 　  　講　師　　重松　孝治　氏

◆ 参加費　無　料

◇  定　員　各回 100 名程度

※ 無料託児あります（要事前申込）

第１回 11 月 11 日（金） 発達障がいの特性

第２回 12 月 22 日（木） 子どもの理解のために

第３回   1 月１6 日（月） 子どもに伝わる伝え方

第４回   2 月　8 日（水） 子どもからの発信を育てる

第５回　3 月　8 日（水） 気になる行動へのアプローチ

◆ 時　間　13:30 ～ 15:00 です。
　　　　　　※ 1/16（月）のみ 10:00 ～ 11:30 です

※ 講座の内容は、昨年度とほぼ同じになります。
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お知らせ/ＧＯ！ＧＯ！ボランティア

ボランティア団体からのお知らせ

お便りボランティア
　お便りボランティア赤とんぼは、平成３年７月１日に設立し、
ひとり暮らしの高齢者を対象に、「お誕生日おめでとう」のハガ
キを贈り、今後も元気でお過ごしいただけるよう激励する活動
を続けています。
　この度、対象になる方を７５歳以上のひとり暮らしの方とし、
ハガキを受け取りたい方をあらためて、募集することといたし
ました。
　ご希望の方は、所定の申込書がございますので、総社市社会福祉協議
会までお問い合わせをお願いいたします。

【問い合わせ先・申込先】　
総社市社会福祉協議会　総社市中央一丁目１－３
電話　（０８６６）９２－８５５２　ＦＡＸ　（０８６６）９４－００８９

赤とんぼ

　平成 27 年 4 月に介護保険法の改正と介護報酬の見直しが行われました。
　（制度の改正は、5 年に 1 度・報酬の見直しは、3 年に 1 度です。）
　改正された介護保険法では、要支援等の方への「訪問介護（ホームヘルプサービス）、
通所介護（デイサービス）、介護予防事業」について、市町村主体で地域の実情に応じ
た取り組みができる「介護予防・日常生活支援総合事業」への移行が進められています。

～介護保険制度の改正について～

今後の動向については、次回号以降でお知らせする予定です。

　上記以外の介護予防サービス（訪問
看護、訪問リハビリテーション、通所
リハビリテーション、福祉用具貸与等）

介護予防サービス

訪問介護
( ホームヘルプサービス）

通所介護 ( デイサービス）

介護予防事業

介護予防・日常生活支援総合事業

訪問型サービス

通所型サービス

生活支援サービス

これまでと変わりありません。

これから今まで
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幸
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の
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表
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福
祉
部
門
）

　

平
成
28
年
10
月
９
日
（日）
に
第
６
回
総
社
市
保
健
福
祉
大
会
及
び

10
月
12
日
（水）
に
平
成
28
年
度
岡
山
県
総
合
社
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福
祉
大
会
な
ど
が

開
催
さ
れ
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功
労
の
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っ
た
方
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に
表
彰
状
が
贈
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れ
ま
し
た
。

　

心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。（
敬
称
略
）
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まごころのページ　ありがとうございます

下記については、金額の多寡にかかわらずご希望により寄付金額は掲載しておりません。

※ご了承をいただいた方についてのみ、紙面上に寄付金額を掲載させていただいております。

 （平成２８年７月２１日 から 平成２８年１０月２０日まで　敬称略）

寄　付　者 住　所 寄　付　者 住　所 寄　付　者 住　所

▽香典返し

加藤　萬壽美 亡夫（登） 山田 上野　英人 亡母（トミヱ） 福谷 高取　祐子 亡夫（貞夫） 三輪

前田　　茂 亡母（加年子） 井尻野 秋山　恭子 亡夫（實） 駅前二丁目 間野紀久子 亡夫（俊郎） 井尻野

髙杉　正子 亡母（喜和女） 駅前一丁目 森　　幸子 亡夫（義範） 美袋 髙杉　文子 亡夫（完人） 三輪

浅野　邦芳 亡父（寿志） 久代 平田　正夫 亡姉（笹井昭子） 見延 片岡　史子 亡夫（英司） 八代

藤井　輝伸 亡父（里志） 清音軽部 筒井　靜子 亡夫（卓） 溝口 横田　尚子 亡夫（征一） 中原

板野　節子 亡次男（英行） 山田 山本　正巳 亡父（芳久） 総社二丁目 森川　　守 亡父（節夫） 新本

牧野　浩司 亡父（征弘） 井手 野瀬　 宏 亡母（一女） 秦 松浦　貴敬 亡父（正巳） 山田

武田　　直 亡母（冨美子） 東阿曽 小西　和一 亡父（確志） 山田 横田　久義 亡父（直隆） 中原

小川　晃一郎 亡父（宏至） 総社二丁目 大槇　靖春 亡父（進） 清音三因 岡　　弘美 亡夫（俊彦） 三須

前田　純一 亡父（章夫） 長良 前田　眞佐家 亡夫（昌） 長良 光畑　共久 亡母（英子） 長良

金澤　久志 亡母（壽美江） 山田 見尾　真澄 亡父（江口嘉昭） 清音軽部 ▽篤志寄付

鈴木　邦弘 亡母（美智子） 中央二丁目 多田　淳志 亡父（英雄） 福井 住田　公紀 宍粟

浅沼　周大 岡谷 木口　幸夫 亡母（百合枝） 真壁 匿名 米 30 ㎏ 秦

渡辺佳代子 亡義母（光子） 三輪 石原　修治 亡父（正義） 新本 匿名 米 60 ㎏

種　　別 金　　額 寄　付　者 住　　所
香典返し 50,000 円 井手育美・藤井温美 亡母（岡田都祢子） 門田

30,000 円 河原勝広 亡祖母（常子）　　 美袋
20,000 円 匿名 真壁

篤志品 手作り座布団 岡山友の会 井手

　

シ
ニ
ア
世
代
の
方
々
が
年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
、
仕
事
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
の
地
域
活
動
を
通
し
て
、
い
き
が
い
の
あ
る
豊
か
な
人
生
を
送

れ
る
よ
う
支
援
す
る
相
談
窓
口「
そ
う
じ
ゃ
60
歳
か
ら
の
人
生
設
計
所
」

を
開
設
し
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
「
働
き
た
い
」「
活
躍
し
た
い
」
と
希
望
す
る
方
に
、
相

談
員
が
こ
れ
ま
で
の
経
歴
や
希
望
な
ど
を
個
別
に
お
伺
い
し
、
経
験
や

特
技
を
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
提
案
や
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
の
経
験
や
技
術
を
必
要
と
す
る
地
域
や
企
業
、
事
業

所
の
ニ
ー
ズ
に
も
お
応
え
し
な
が
ら
、
高
齢
者
の
活
躍
で
き
る
場
の
開

拓
も
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ご
相
談
は
無

料
で
す
の
で
、

ど
う
ぞ
お
気
軽

に
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。 60

歳
か
ら
の
人
生
設
計
所

そ
う
じ
ゃ
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